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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ラットでの心停止後の蘇生モデルを用いて､脳低温療牡の治療効果を検討
したものである｡蘇生は心停止の 5分後に開始し､海馬温は 31℃で 20分間椎持 した｡
組織学的に海馬 CAl領域の神経細胞障害度を検討すると､脳低温療法が､膜電位回復前
または回復直後に開始された場合､有意に組織学的改善効果が認められた｡また､糾 包
外ダルクメー ト濃度の検討では､脳低温療牡が､心停止蘇生前か蘇生開始時に導入され
た場合､細胞外グルタメー ト漉度の上昇が抑制された｡これらのことから､5分間の脳
虚血による一次性細胞障害に対しての therapeutictimewindowは虚血開始から膜電位
再分極までの約 10分間であると考えられた｡これらの解析は心停止後の蘇生における短
時間の脳低温療法に関して､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
